
◆基本テーマの課題等検証シート（総まとめ） 第４回市民検討委員会終了時点

運営するソフトが明確でない→全体についてあてはまる

基礎テーマ

「緑化」

付帯テーマ①

「防災」

付帯テーマ②

「行政サービス」

付帯テーマ③

「歴史・文化」

付帯テーマ④

「生涯学習」

付帯テーマ⑤

「賑わい創出」

・産業振興に寄与
・中心市街地・商店街の活性化
・人との交流（精神面）
・イベント
・イベント（飲食・物産）
・イベント開催
・雇用創出
・雇用創出

・観光振興
・観光
・イベントをする事により市外からの参加も可能

・近隣住民等への迷惑（交通問題、騒音、汚染）
・駐車場問題が生じる
・駐車場にしても利用率は低い
・主体について検討が必要

・生活に潤いを与え、より生き甲斐を持って毎日
を送れる
・市民文化の向上
・学生の様々な実践の場
・学習設備の充実
・課外授業活用
・市民の向上心、生き甲斐
・学び・交流の場の創出→高齢者から子への世
代間継承
・学習の場の創出

・体験学習
・催し物
・観光
・生涯学習を通した地域振興策及び交流を行う
事が可能

・（使途によっては）施設の重複が生じる
・コストがかかる
・施設維持費増大
・運営するソフトが明確でない

・利用を遠慮する
・新発田市まで行かなくても良い
・情報が伝わりにくい

なし

・案内が不便（分かりづらい）
・案内の問題には配慮が必要

・防犯性・安全性の問題
・防犯・安全化
・維持管理及びコスト
・冬場の利用が減る可能性

なし

・案内やサインの整備必要
・賑わうこと自体で市民以外にデメリットはない

市民にとってのデメリット 市民以外にも及ぶデメリット

・新発田城との一体感が、城下町のシンボルと
なる
・次世代への新発田市（文化、歴史）の継承
・教育
・歴史を知る場
・新発田の歴史を知る場が増える
・郷土愛が生まれる

観光振興に寄与（観光ポイント） ・建設コスト等経済面の問題がある
・興味のない人には意味無し
・コストのみならず、存在意義や利用・活用の仕
方への理解を得られなければ意味無し
・コストに対する市民の満足・理解を得られない
可能性がある

・集約できて便利
・書類提出手続が必要なものを一箇所に集約し
た方が便利
・バス利用
・市民の利便性の向上（現庁舎の問題解消）
　例：つくり、駐車場、老朽化にこだわらない、将来をみこす
・「現庁舎の老朽化問題の解消」という文言を入
れるか入れないかの意見が分かれた

・（中心部の）避難場所
・災害時に役立つ
・防災教育
・お堀があると安心
・自衛隊との連携
・中心街、自衛隊により市民の不安解消（安心・
安全）

※黒字：３グループ共通意見　　赤字：Ａグループ　　オレンジ字：Ｂグループ　　緑字：Ｃグループ

基本テーマ
メリット

・憩いの場の提供
・憩いの場
・健康福祉の増進
・健康福祉

・観光客にとっても心安らぐ憩いの場となる
・地球環境の保全
・憩いの場
・環境保全
・市が一体として取り組む→統一感が生まれる
　「市の花（あやめ、花菖蒲）」を通じて、他の都市（加賀市等）
と交流
　学校の課外教育の一環としてあやめを植える

市民にとってのメリット 市民以外にも及ぶメリット

デメリット
左記の考えに至った経緯

災害時における近隣市町村の避難場所となる ・防災だけではもったいない（通常時の有効性）
・防災だけではもったいない
・他の場所がある
・場所としての適切性
・通常利用困難
・｢緑化」と「防災」だけでは永遠にランニングコス
トがかかるだけ

・防災施設を造ったら城下町というイメージにそ
ぐわない施設となる可能性がある。
・連携システムが不十分だと意味がない
・他市との連携が不可欠→無い場合には機能
が半減する可能性がある

・市民サービスが充実で真似→模範、モデル
・観光も含めた行政サービスのモデルとして他
市住民が来訪する可能性あり
・観光（城の前だから）

・多額の経費がかかる
・景観にそぐわない

なし

貴重な財産があるにも関わらず知らせてもらえ
ない

なし




